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桁や塔の構造力学的制振方法としてダイナミックダンパーの一種である TUUßd Mass Dampﾟr (TMD) 
および Tuned Sloshing Damper (T S D) の制振メカニズムおよび耐風制振効果を明らかにすること

























第 6 章では，本論文で得られた成果を総括している O
論文の審査結果の要旨
本論文は，長大橋の建設で常に問題となる空力振動に注目し，制振対策としての空気力学的および構
造力学的制振方法を提案し，風洞実験，現地観測を通して， これらの制振効果を明らかにするとともに，
今後の長大構造物の耐風』性能の向上化について考察している。得られた成果は次のようである。
(1) 吊橋のトラス補剛桁断面の空力特性は偏平箱桁断面に現われる曲げねじれ連成フラッターとH形断
面に現われるねじれフラッターの中間的な準曲げねじれフラッターに属することを明らかにしているo
そして，フローパターン，圧力分布と動的応答との考察から，断面の回転運動に伴う流れの遅れが床
版中央開口部より下流側でより顕著に発生し，下流側床版上・下面で振動を助長する励振力が作用す
ることを明らかにしている。
(2) トラス補剛桁に発生する準曲げねじれフラッターに対して効果的な制振方法として，床版中央開口
部に橋軸方向に鉛直スタビライザーの設置を提案し，これによる制振メカニズムを解明し，極めて優
れた耐風性能が得られることを明らかにしているo さらに，鉛直スタビライザーによる制振効果を積
極的に活用して，補剛桁高を縮小し，鏑重を軽減したトラス補剛桁の耐風性能が十分に確保できるこ
とを明らかにし，実用化例も示しているo
(3) 構造力学的制振としてのTMDによる制振効果を検討しているO 吊橋の主塔や塔状構造物の耐風性
能の向上のために振り子型のTMDを提案し，建設後20年が経過する高さ 120m の自立型煙突に設置
して，設置前後の対風応答観測から，最大振動変位を約 1/20に抑える成果をあげているO
以上，長大橋に発生する空力振動に注目し，とくに，吊橋のトラス補剛桁に発生する振動メカニズム
を明らかにし，制振装置と制振メカニズムとの関連性，実構造物への応用例など得られた成果は橋梁工
学上極めて貢献するところ大であるO よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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